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東北を代表する 12 水系 

はじめに 

東北には個性に富む 12 水系の一級河川が流れ、その流域の多くの

湖沼やため池などの水辺は、東北でなじみのあるガン類やハクチョウ

類など、広域の水辺を行き来する大型水鳥類の中継地や越冬地等とな

っており、中にはラムサール条約湿地に登録された国際的に重要な地

域も含まれているなど、豊かな自然環境が維持されています。 

その一方で、国内最大のガン類の越冬地を形成している宮城県の北

部地域等では、飛来した個体が過密状態にあることによる問題も懸念

されています。さらに、より広域の生態系ネットワーク形成の視点か

らは、東北への飛来が近年相次いでいるコウノトリが安定して生息で

きる環境整備や、タンチョウの生息地分散行動計画に基づく東北への

越冬地の拡大なども課題となっています。また、東北の宝とも言える

これらの生きものや豊かな自然環境は、身近で当たり前の存在として

その価値や魅力を地域内外に十分に発信できていない面もあります。 

こうした課題への対応には広域の視点が重要であり、その推進力と

なる様々な主体による広域連携・協働が欠かせません。近年、国土形

成計画等の行政計画に基づき、持続可能な国土形成に資する取組みと

して生態系ネットワークの推進が掲げられ、生態系の広域的なつなが

りを示す大型水鳥類等を指標とした水辺環境の保全・再生や、その成

果を活かした観光や農業等の地域振興の取組みが、全国各地で多様な

主体の連携により進められています。 

東北は全国規模の生態系ネットワーク形成の視点からも重要な役

割を担うことから、今回、行政区域や分野を超えて多様な主体が広域

で連携・協働する場として『東北生態系ネットワーク推進協議会』を

設立し、東北全域を対象とした生態系ネットワーク形成に取り組むこ

とといたしました。 

多くの人々の共感を得るための取組みのシンボルとしては、東北の

自然の豊かさを象徴する大型水鳥類等の生きものを掲げ、河川を基軸

とした豊かで健全な生態系による自然の恵みや価値に気付き、観光資

源等として地域振興に持続的に活用することで、東北が潜在的に有す

る魅力の再発見やブランド力の向上を図っていきます。 

『東北生態系ネットワーク推進協議会設立趣旨』より

岩木川河口のヨシ原 

（青森県中泊町） 

各地で身近に見られるハクチョウ類 

（青森県藤崎町） 

ラムサール条約湿地の蕪栗沼 

（宮城県大崎市） 

マガンの飛び立ちを観察する早朝ツアー 

（宮城県大崎市） 
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大型水鳥類の生息環境から見た 

河川を基軸とした生態系ネットワークの形成イメージ 

「川からはじまる 川から広がる 魅力ある地域づくり 河川を基軸とした生態系ネットワークの形成」（2017 年）国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課（左図も） 

  
１．生態系ネットワーク形成の意義 

生態系ネットワーク形成の意義  保全すべき自然環境や優れた自然条件を有している地域を核として、それらの周辺の自然環境を、生きも

のの生息・生育環境の確保の視点からつなぐ生態系ネットワークは、生物多様性が保たれた持続可能な国

土の実現への寄与が期待されている。生態系ネットワークの形成により生物多様性が保たれ、そのことで

私たちは様々な自然の恵み（おいしい水や空気の供給、うるおい・やすらぎが感じられる美しい景観の形

成、人と自然が触れ親しむ機会の提供など）を持続的に享受できる。また、自然の恵みを上手に活かした

農業や観光、教育などの取組みを通じた地域の魅力や価値の向上などの地域振興も期待されている。   

生態系ネットワークとは    野生生物が生息・生育する空間（森林、河川、池沼、農地、干潟、藻場、海洋など）の連続した、または 

飛び石状のつながり。 

生きものの視点から見た生態系ネットワークの形成イメージ 

健全な生態系ネットワークが維持されていることで持続的にもたらされる「自然の恵み」を活かした地域振興が期待される 

野生の生きものは季節や成長段階、行動目的（繁殖・採食・休

息など）などに応じて異なる環境を利用するため、流域に多様な

自然環境が存在していることが重要。 

生態系ネットワークの行政計画等での位置付け 

流域に「多様な自然環境が健全な状態」で維持されていることが重要 

 2013年　安全を持続的に確保するための今後の河川管理のあり方
             について〔答申〕　(社会資本整備審議会)

 2014年　環境行動計画
　　　　     －環境危機を乗り越え、持続可能な社会を目指す－

 2014年　国土のグランドデザイン2050～対流促進型国土の形成～

 2015年　新たな国土形成計画(全国計画)

              → 2016年　東北圏広域地方計画 ［東北地方整備局］

 2015年　第4次社会資本整備重点計画

 2012年　生物多様性国家戦略2012-2020

 2014年　生物多様性条約第5回国別報告書

 2012年　農林水産省 生物多様性戦略

 2013年　国有林野の管理経営に関する基本計画

国土交通省

環境省

農林水産省
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２．東北における生態系ネットワーク形成に向けた推進体制と計画の位置づけ 

東北生態系ネットワーク推進協議会（東北協議会） 

平成 29 年 12 月 14 日に発足 

岩木川流域生態系ネットワーク推進協議会（流域協議会） 

（仮称） 

※平成３０年度以降に設置予定 

北上川・鳴瀬川流域生態系ネットワーク推進協議会 

（仮称） 

※平成３０年度以降に設置予定 

（仮称）生息地づくり部会 

（仮称）地域づくり部会 

（仮称）生息地づくり部会 

（仮称）地域づくり部会 

（仮称）生息地づくり部会 

（仮称）地域づくり部会 

○○川流域生態系ネットワーク推進協議会（仮称） 

※地域からの要望など、必要に応じて上記以外の水系に新たな 

流域協議会を設置。 

 

 

流域協議会の主な役割 と 策定計画 

 

 

●流域を対象とする「生態系ネットワーク推進行動計画（行動計画）」の検討・策定及び見

直し 

※行動計画は、推進計画との整合を取りつつ、流域を対象とした具体的な取組みの内容（テ

ーマ、活動する地域、主体、期間など）を水系（各河川の流域）単位で整理したもの   

※平成 30 年度は、「岩木川流域」、「北上川・鳴瀬川流域」の２つのモデル地域の流域を

対象とした「行動計画の枠組み」を検討   

●行動計画の推進を通じた流域の生態系ネットワークの形成および、その成果を活かした

地域振興の取組み推進 

東北協議会の主な役割 と 策定計画 

 
 
 
 
●水辺環境の保全・再生の方策、その成果を活かした持続可能な地域振興の方策、

それらを通じた東北の魅力や価値の向上 
 
●東北全域を対象とする「東北生態系ネットワーク推進基本計画（基本計画）」の検

討・策定及び見直し 

●モデル地域等における取組状況の把握、取組みの推進に関する助言、情報の提

供及び発信等の支援 

●その他、上記の達成のために必要な事項 

※実践的な取組みを行うために必要に応じて下部組織（部会等）を設置 

相互に整合を図り、
取組み等は PDCA 
サイクルで推進 

東北における河川を基軸とした広域の生態系ネットワークの形成に資する 
事項の協議 東北の各水系を単位とした生態系ネットワークの形成に資する事項の協議 

委員名簿 

（順不同・敬称略／平成 29 年 12 月 14 日現在） 

東北全域を対象とした取組み体制 流域を対象とした取組み体制 
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大型水鳥類が主要水系の流域に飛来 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本のふる里の原風景が各地に残る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興・創生が進められている 
 

 

 
 

 

 

 

生息環境の過密化等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の魅力ある資源が眠っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災復興後のビジョンが不鮮明 
 

 

 

 

 

 

越冬地の分散・一時的飛来種の定着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋もれている資源の掘り起こし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興後の東北の地域づくり 

 

 

目標  東北の河川流域の多様な主体との連携・協働のもと、健全な生態系のシンボルとなる大型水鳥類等を指標とし、 

河川を軸とした広域の生態系ネットワークを形成し、地域振興の推進を図る。 

３．東北における生態系ネットワーク形成の目標および課題 

 

・日本のふるさとの原風景が各地に残る。 

 ※田園風景（田んぼ、ため池、居久根など）や、それらと一体

と一体となった農村のたたずまい 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

・東日本大震災復興基本法に基づく「復興・創生」の取組みが

継続して行われている。 

 

［マガン］ 宮城県の北部地域は国内最大の越冬地 

※平成 28 年度に国内に飛来したマガンの９割 

（約 17 万羽）が宮城県内で確認 

 

 

 

 

 

 

［コウノトリ］各系に散発的に飛来 

［タンチョウ］日本海側の水系を中心に散発的に飛来 

蕪栗沼（大崎市、登米市） 伊豆沼の周辺（栗原市） 

・豊かな自然や景観が身近に存在するが、存在や魅力が知られてい

ない資源も多く存在する。 

・渡り鳥の大群が見られる水辺が豊富。希少大型水鳥が毎年のよう

に東北に飛来。サケが遡上・産卵。 

 

・国内に飛来するマガンの９割が宮城県の県北地域に集中するた

め、過密状態によるリスクが高まっている。 

・東北の湿地面積は過去 100 年間で平均 55％減少。 
                出典：国土地理院（1999 年）湖沼湿原調査 

・コウノトリが東北各地域に散発的に飛来しているが、一時的な

飛来に留まっている。 

 

 

 

・タンチョウが秋田県、宮城県等に散発的に飛来しているが、一時

的な飛来に留まっている。 

・2020年の復興・創生期間の目標年次に震災復興事業が区切り

を迎えるが、その後のビジョンが不鮮明。 

［マガン］新たな生息環境の整備による越冬地の分散 

 

 

 

 

 

［コウノトリ］飛来個体の定着・繁殖に向けた生息環境改善 
※「コウノトリ野生復帰グランドデザイン」（兵庫県）等との連携 

［タンチョウ］過密状態にある北海道東部の地域個体群の分散受入 
※「タンチョウ生息地分散行動計画」（環境省）との連携 

・「東北の魅力」発信による国内外への認知度向上。 
※東北６県のインバウンドは国内全体の約２％にとどまる。 

 

 

 

 

・広域に点在する地域資源を活かす観光ルートが未開拓。 
※点在する資源をつなぐ観光ルートの軸となる河川の活用 

・生物多様性を支える農林水産業等を通じたブランド力の向上 

・人口の減少・高齢化への対応に加えて、復興後の東北圏の将来像を見

据えた地域振興。 

夜明けと共にガン類の大群

が一斉に飛び立つ光景 

（蕪栗沼） 

北上川を 200km 遡上・産卵

するサケ。市街地でサケの産

卵が観察できる 

（盛岡市の中津川） 

2014 年 5 月に登米市に

飛来したコウノトリ 

夜明けに数万羽のマガンが一斉に飛

び立つ光景を観察するエコツアー 

（蕪栗沼 など） 

狄ヶ館ため池（弘前市） 

居久根（奥州市） 

ほにょ（登米市） 

リンゴ園（弘前市） 

ふゆみずたんぼ等の環境保型の 

農業の周辺地域への展開 

（伊豆沼周辺/栗原市） 

現況 問題点 課題 

 

I 

Ⅱ  
  

 

Ⅲ   
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東北の河川流域が抱える課題の解決につながる取組みに向けた検討事項等を以下に整理した。 

５．課題解決のための取組み 

［参考］ 取組みの目標（ゴール）の設定例 

兵庫県豊岡市のウェブサイトのトップページ 

兵庫県豊岡市 

コウノトリも住めるまちづくり（市のキャッチフレーズ） 

コウノトリ悠然と舞うふるさと（豊岡市基本構想の「将来像」） 

いのちへの共感に満ちたまちづくり（条例の名称） 

 

青森県平内町 

ハクチョウのまち  

（町のキャッチフレーズ） 

 

宮城県大崎市 鹿児島県出水市 

人と自然が融和した にぎわいある元気都市 出水市 

（第一次出水市総合計画の「将来都市像」） 

 

市の広報誌 
大崎市観光パンフレット 

渡り鳥に選ばれた楽園 

（蕪栗沼、化女沼のキャッチフレーズ） 

 

フォトコンテスト 

のポスター 

課題 課題解決に向けた方策案 検討すべき事項 検討にあたっての留意点 留意点の根拠等

①取組みの目標（ゴール）の設定 ・誰もがイメージでき、共感できる目標の設定
・目標が共有できれば、より明確な形で役割分担
　が可能。また、取組みの手法等が異なっても、
　到達地点は変わらない。

・東北全体の空間スケールと環境の多様性を考慮
   し、大型水鳥類より選定

・大型水鳥類は移動範囲が大きく、多様な環境を
   利用する種が多い。

・優美な姿、興味深い生態、伝説に登場するなど
   象徴性の高い種を選定

・取組みの推進に、多くの人々の共感が得られる
   シンボルの選定が効果的。

・地域の環境特性を示す地域指標種の選定
・きめ細かい取組みを進めるには、流域特性を踏
   まえた地域指標種の選定が効果的。

・既存の取組みとの連携・協働を図る
・地域ならではの生物を巡る活動との連携・協働
   が事業の普及に効果的。

①取組みの目標（ゴール）の設定 ・誰もがイメージでき、共感できる目標の設定
・目標が共有できれば、より明確な形で役割分担
　が可能。また、取組みの手法等が異なっても、
　到達地点は変わらない。

・生態系ネットワークの整備によってもたらされ
   る「生態系サービス」の持続的な活用（ワイズ
　ユース）を図る

・環境を守ることで地域経済が発展し、それによ
   って環境がさらに守られる循環をつくるため。

・流域の多様な主体との連携・協働
・幅広い取組みには、有識者、流域自治体、農林
   水産、商工観光、環境保護、教育、報道など多
　様な主体との連携・協働が重要。

・個別の取組み(事業)は、参加団体や個人の発意
   を重視

・持続的な取組みには、自主性とある程度の組織
　の自立性が重要。

③環境教育・人づくりの推進
・地域の自然や歴史、文化に誇りと愛着を育む
   教育を体験的に進める

・現場での自然体験や地域住民を講師とした教育
　が効果的。

・水辺環境整備には公共事業から地域活動まで様
   々な取組が考えられ、それらとの連携・協働が
　必要。

④取組みの拠点やモデルとなる地域
   の選定と取組み推進方策

②取組みの指標（シンボル）となる
   生物の選定

②環境と経済の好循環の推進

 Ⅱ
  埋もれている資源の
  掘り起こし

 Ⅲ
  復興後の地域づくり

　Ｂ
　良好な水辺を活かした
　地域の魅力・価値の向上

　河川を基軸とした豊かで健全な生態系による
　自然の恵みや価値に気付き、観光資源等として
　地域振興に持続的な活用を図る

 Ⅰ
  越冬地の分散・
  一時的飛来種の定着

　Ａ
　生態系ネットワークの基盤となる

  良好な水辺の保全･再生･創出

　東北における河川を基軸とした広域の生態系
   ネットワークの形成に資する水辺環境の保全・
   再生・創出を図る

③良好な水辺環境の保全･再生･創出
   のための方策

►

►

・各種計画事業・取組みに関する情報収集・共有、
　それらとの連携・協働
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事業者 

市民、市民団体 :身近にある水辺の保全・再生の取組み 

事業者：企業活動を通じた自然の恵みの持続利用（豊かな水辺を活

かした商品やサービスの提供など）および企業活動を通じ

た水辺の保全・再生への貢献（資金や技術の提供など） 

研究者・教育機関：環境情報の蓄積・分析を通じた、学術面からの

生態系ネットワーク形成の取組みへの支援 

行政：・水辺環境の保全・再生に資する計画や事業等の推進 

     ・多様な主体の連携を促進するしくみの整備 

報道機関：新聞・テレビ・インターネット等を通じた、取組み情報

の発信（を通じた多様な主体の参加機運の醸成） 

６．多様な主体との連携のあり方 ―生態系ネットワークを形成し、恵みを活かすための連携のあり方― 

東北における、河川を基軸とした生態系ネットワークの形成と、生態系ネットワーク形成の取組みを通じて保全・再生された良好な水辺環境等の「自然の恵み」を

活かした地域振興を検討・推進する際の「多様な主体との連携」と「各主体との連携のあり方（役割分担）」のイメージを以下に整理する。 

多様な主体との連携のあり方（イメージ） 各主体との連携のあり方（例） ※役割分担のイメージ 

生きものと共生する農法の普及 

大崎市 伸萠地区の「ふゆみずたんぼ」 

水辺の資源を活かした商品開発 

出典：有限会社伊豆沼農産 

水辺環境等をテーマにした講演会や

シンポジウム等の普及・広報 

在来種の魚類等を保全するための
外来種の防除活動 

出典：（公財）宮城県伊豆沼・沼環境保全財団 

市民 

・ボランティア参加 

・情報の発信･拡散 等 

報道機関 

・取組みの情報発信 

・キャンペーンの展開 

金融機関 

・環境保全型産業や個人事業者への 

融資･支援 

行 政 

・河川での生息環境整備 

・農業基盤整備での環境配慮、環境

保全型農法の推進 

・森里川海プロジェクト、自然公園

整備･利活用の推進 

・林野・水産分野との連携 

製造･加工･流通業 

・環境ブランド産品の開発 

・環境ブランド産品の流通 

・地域産品による「食」の開発 

・海外など新たな顧客開発 

市民団体 

・環境保全活動 

・環境教育の実践 

・生物･環境調査と情報発信 等 

生態系ネットワーク 

A 生態系ネットワークの基盤となる

良好な水辺の保全・再生･創出 

B 良好な水辺を活かした地域の 

魅力向上 

農林水産業 

・環境保全型農業(農法･基盤整備)の推進 

・環境ブランド産品の生産 

・六次産業化の推進 

・担い手育成 

観光業 

・地域資源を活用した観光プログラムの

開発･催行 

・修学旅行など体験旅行の催行(エコ・

グリーンツーリズム) 

・インバウンドに向けた情報発信 

研究者･教育機関 

・生態系ネットワークに関する知見

の蓄積・発信 

・研究成果を踏まえた生態系ネット

ワークの形成への助言 等 
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取組みの指標（シンボル）となる生物の選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

大型水鳥類を広域の生態系ネットワーク形成の指標種に選ぶ理由 

■「流域の豊かな水辺環境の存在・広がり」を表す 

ガン類やハクチョウ類、ツル類などの大型水鳥類は採食や休息等で、まと

とまった面積の水田や池沼を利用。これらの湿地は、中小の水鳥類や魚類、

両生爬虫類、昆虫類、植物など多くの野生生物にも重要な生息・生育環境。 

■「流域の生態系の健全さ」を表す 

コウノトリやトキなどの大型肉食鳥類は、里地・里山の生態系の頂点に立

つ高次消費者であり、その地域の生態系を構成する野生生物が健全な状態で

生息・生育していることを把握するための目安となる。 

■「流域の多くの住民の共感」を呼ぶ 

ハクチョウ類やタンチョウ、コウノトリなどの大型水鳥類は、姿形が美

しく、伝説や昔話にも登場するなど、多くの人々に知られているため、生

態系ネットワークの取組みへの共感が期待される。 

図：(公財)日本生態系協会 

－河川を基軸とする「広域の生態系ネットワーク形成状況」を多様な主体と共有するための指標－ 

・生態系は複雑で変化の激しいシステムであるため、その状態を把握する指標（も

のさし）となる生物を選定。 

・広域の生態系ネットワークの形成状況を把握する指標種として、多様なタイプ

の自然環境を広範にわたって利用する生きものを選定。 

指標種の選定について 

広域的な生態系ネットワークの健全さを示す種（指標種） 

※複数の流域、東北全域、さらに広域の自然を利用する生きもの 

選定基準 

・指標性  ヨシ原に生息するオオセッカや砂礫河原で繁殖するコアジサシ、湖

沼をねぐらとするマガン、湧水に生息するトゲウオ類等のように、

特定の環境の存在を示す種。 

・象徴性  多くの人々の共感が得られ事業のシンボルとなる種。名前が知られ

ている種、姿形が美しいなど目立ちやすい種、興味深い習性がある

種、昔話や地域の伝説などに登場する種など。 

・移動性  季節移動（渡り鳥）や成長段階（回遊魚等）での移動が顕著な種。 

・上位性  猛禽類や肉食性哺乳類などのように食物連鎖の頂点に位置するため、

食物となる多くの生物とそれらの生息空間の広がりを表す種。 

・希少性  レッドデータブックに掲載されるなど、保護の優先度が高い種。 

 

以下の観点を踏まえて指標種を選定。 

選定の際の留意事項 

（検討スケールに応じた種の選定） 

・生態系ネットワークの検討を行う範囲に応じた指標種を選定。 

・複数の流域に跨がるような広域の生態系ネットワークの検討に際しては、多

様な自然環境を広範に利用する生きもの（大型水鳥類等）を指標種とする。 

・流域を対象とする生態系ネットワークの検討に際しては、中小の水鳥類や回

遊魚、地域に固有の種など、当該流域の特徴を示す種を選定。 

（多くの人の共感が得られる種の選定） 

・生態系ネットワーク形成の取組みには多様な分野・主体との連携が不可欠で

あることから、「多くの方が共感しやすい、分かりやすい種」の選定に留意。 

 

流域や地域の生態系ネットワークの健全さを示す種の例 

※河川の上下流、水路と水田など、流域内の自然を利用する生きもの 

 

ガン類 

※写真はマガン 

ハクチョウ類 

※写真はオオハクチョウ 

タンチョウ コウノトリ 

オオセッカ 

※岩木川下流域 

フクロウ 

※岩木川中流域 ほか 

サケ 

※東北の各河川 

モクズガニ 

※北上川 ほか 

大型水鳥類４種 



 9 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅱ 社会環境 
   埋もれている資源の掘り起こし、復興後の地域づくり 

■地域資源を活かした観光業 
自然・歴史・文化などの地域資源を活用した観光プログラムの 

企画・実施 

■農林水産業・加工業の振興 
環境保全型の農業等の普及とブランド力の強化 

■環境教育・人づくりの推進 
地域への誇りと愛着を育む教育の推進 

７．東北生態系ネットワーク推進基本計画の枠組み 

■取組みの目標（ゴール）の選定  →「５．課題解決の取組み」のＡ－①、Ｂ－1 と対応。以下同様。 

取組みのシンボ 

■取組みの指標（シンボル）の選定 →（Ａ－②） 
取組みのシンボルとなる指標（生物種）を選定する。指標種は、地球規模－全国－広域－流域を検討空間スケールとする 

大型水鳥類から選定する。 

■良好な水辺環境の保全・再生・創出のための方策 →（Ａ－③） 
関連する各種の事業や民間を含めた取組みに関する情報を収集・共有し、連携・協働の可能性を踏まえた方策を検討する。 

■取組みの拠点やモデルとなる地域の選定と取組み推進方策 →（Ａ－④） 
先行する取組み拠点の整理やモデル地域を選定し、水辺環境の保全・再生・創出の推進方策を検討する。 

■環境と経済の好循環の推進方策 →（Ｂ－②） 
生態系ネットワークによってもたらされる生態系サービスの持続的な活用が可能な産業のあり方を検討する。 

■環境教育・人づくりの推進方策 →（Ｂ－③） 
地域の資源を見直し、環境教育への活用と事態を担う人づくりの方法を検討する。 

 

Ⅰ 自然環境 
   越冬地の分散・一時的飛来種の定着 

■越冬地の分散 
安全なねぐらや採食場等の保全・再生・創出 

■定着・繁殖 
安全な繁殖場、採食環境の保全・再生・創出 

■移動経路の確保 
渡りの中継地や回遊魚の遡上･降河環境の保全・再生・創出 

東北生態系ネットワーク推進協議会の設置 

有識者及び流域市町村長等の多様な主体からなる協議会を設置し、東北全域を対象とする河川を基軸とした生態系ネットワークの 

形成・推進の方策をまとめた「東北生態系ネットワーク基本計画」を策定し、同計画に基づく取組みを促進。 

東北の河川流域の多様な主体との連携・協働のもと、健全な生態系のシンボルとなる大型水鳥類等を指標とし、

河川を基軸とした広域の生態系ネットワークを形成し、地域振興の推進を図る。 

・生物多様性の保全による持続可能な国土形成 

・生態系サービスの賢明な利用による地域振興 自然環境 

Ⅰ 大型水鳥類が主要水系の流域に飛来 

・国内に飛来するマガンの 9 割が越冬。 

・コウノトリが各地に散発的に飛来。 

・タンチョウが日本海側の水系を中心に散発的に飛来。 

社会環境 

Ⅱ 日本のふる里の原風景が各地に残る 

・渡り鳥の大群が見られる水辺が豊富。希少大型水鳥が毎年のよ

うに東北に飛来。 

・サケが遡上・産卵 

・日本のふるさとの原風景が各地に残る 

Ⅲ 復興・創生が進められている 
・東日本大震災復興基本法に基づく「復興・創生」の取組みが継

続して行われている。 

生態系ネットワーク形成の意義 

目 標 

推進体制 

目標達成に向けた取組み（課題の解決につながる取組み） 

検討事項 （東北の生態系ネットワーク形成のために必要な事項） 

自然環境 

Ⅰ 越冬地の分散・一時的飛来種の定着 

・過密状態によるリスク上昇に伴う、越冬地の分散 

・飛来個体州の定着・繁殖に向けた生息環境の改善 
※｢コウノトリ野生復帰グランドデザイン｣（兵庫県）等との連携 

・過密状態にある北海道東部の地域個体群分散の受け入れ 
※｢タンチョウ生息地分散行動計画｣（環境省）との連携 

社会環境 

Ⅱ 埋もれている資源の掘り起こし 

・「東北の魅力」発信による国内外への認知度向上。 
※東北６県のインバウンドは国内全体の約２％にとどまる。 

・広域に点在する地域資源を活かす観光ルートが未開拓。 
※点在する資源をつなぐ観光ルートの軸となる「河川」の活用 

・農林水産業・加工業と生物多様性の主流化によるブランド力の

向上 

Ⅲ 復興後の地域づくり 
・人口の減少・高齢化への対応に加えて、復興後の東北圏の将来

像を見据えた地域振興。 

東北の河川流域の現況 

東北の河川流域の課題 

※青字で記載した番号は「5.課題解決のための取組み」との対応関係を示す 



 10 
 

 

８．短中期目標と目標達成に向けた取組み例 

生態系ネットワークの基盤となる良好な水辺の保全･再生･創出 良好な水辺を活かした地域の魅力・価値の向上 

 

短期目標 
～2020 年 

 
※愛知目標の短期

目標年、復興・

創生期間の後期

５か年の最終年 

 

 

短期目標１  モデル地域において、大型水鳥類等を指標とした環境整備の取組みが 
始まっている。 

短期目標２  モデル地域において､生態系ネットワークによる地域振興の取組みが始まっている。 

中期目標１  モデル地域または隣接流域において、ガン類の安定的な越冬地と中継地が確保 
されている。 

中期目標２  タンチョウの安定的な越冬地とコウノトリの安定的な繁殖地が確保されている。 

中期目標３  環境保全型の農業が普及し、農産物品のブランドの確立によって地域経済への貢
献が顕在化している。 

中期目標４  大型水鳥類や自然・田園環境を対象とした観光による地域経済への貢献、および
教育活動による効果が顕在化している。 

長期目標（到達目標） 東北全域で河川を基軸とした生態系ネットワークが形成され、それによってもたらされる恵みの活用によって、持続的で活力ある地域が実現している。 

中期目標５  モデル地域以外の流域において生態系ネットワークの取組みが始まっている。 

（想定される取組み例） 

■ガン・ハクチョウ類の安定的な中継地の保全・再生・創出 

   ・秋と春の移動実態調査（個体数・行動範囲の把握）。 

   ・ねぐらとなる溜池等の保全担保性の検討（鳥獣保護区設定・ラムサール登録等）。 

■ガン・ハクチョウ類の分散 

   ・越冬条件の整備検討。 

   ・ガン類のねぐらとなる止水域やハクチョウ類のねぐらとなる浅場整備の検討。 

   ・ハクチョウ類のねぐらや採食場となるふゆみずたんぼの普及。 

■コウノトリの定着やタンチョウ分散化行動計画への関心向上 

   ・タンチョウやコウノトリの飛来機会を捉え流域市民への広報。 

   ・採食場やねぐらなどの整備検討。 

■地域の環境特性を示す地域指標種の生息環境の保全・再生・創出 

   ・地域指標種の選定（オオセッカ・フクロウ・チュウヒ・オジロワシ・サケなどを想定）。 

   ・地域指標種に関する既存の取組みとの連携・支援。 

   ・地域指標種の生息環境の保全・再生・創出の検討。 

（想定される取組み例） 

■複数箇所での環境保全型の農業の普及、農産品のブランド化 
  ・有機・無農薬・減農薬の安心・安全なお米などのブランド力強化。 

  ・基盤整備事業などでの生息環境整備などによる環境ブランド力強化。 

  ・大型水鳥類等をシンボルとしたブランド農産品の先進例の情報発信。 

  ・環境ブランド産品の販路の確保、環境ブランドの認証制度の検討。 

■大型水鳥類や河川、水辺や田園環境などの地域資源を活用した新たな観光展開 

  ・旅行業者や観光協会等を対象としたモニターツアーの企画。 

  ・体験型の修学旅行などのプログラム開発・検討。 

  ・外国人観光客や在留外国人を対象としたモニターツアーの企画・試行。 

  ・生態系ネットワークの成果を活かした参加型・滞在型旅行の企画・催行者の養成方法の検討・試行。 

  ・野生生物との接し方（観察･撮影マナーなど）のガイドラインの検討。 

  ・SNS 等の活用手法の検討・試行。 

■大型水鳥類などの地域資源を活用した教育活動 

  ・学校教育、社会教育での環境教育の展開 
  ・地域資源の活用に向けた人づくり。 

（想定される取組み例） ・推進協議会や流域協議会の取組みを広く広報するとともに、モデル地域以外の河川事務所等への情報提供、支援。 

短期目標３  モデル地域以外の流域で、生態系ネットワークへの関心が高まり、流域協議会の設立や準備が始まっている。 

（想定される取組み例） 

・シジュウカラガンやハクガンなど、絶滅寸前から劇的に回復しているガン類の生息環境の整備。 

・短期目標において検討・開始した各種の事業の順応的な推進。 

（想定される取組み例） 

・タンチョウの越冬個体数の増加措置の検討。 
・タンチョウの繁殖回復に向けた検討。 

・コウノトリの繁殖箇所数増加の順応的な実施。 

（想定される取組み例） 

・農産品の環境ブランド認証制度の運営。 

・農産品の環境ブランドを確立し、大都市圏や海外への販路の開拓・拡大。 

（想定される取組み例） 

・短期目標で検討・試行した旅行企画や手法の改善と定着。 
・農産品、観光に次ぐ新たな分野での地域ブランドの検討・試行。 
・教育プロクラムの継続的実施と改善。 

（想定される取組み例） ・新たな流域協議会の設立。 

（想定される取組み例） ・指標種の越冬や繁殖が東北各地で普通の光景となり、東北地方ならではの美しい景観が形成され、生態系サービスの恩恵を持続的に享受できる世界に注目される社会の実現。 

・生態系ネットワークの成果を活用した産業や教育が定着し、人々が郷土の自然・歴史・文化に誇りを持ち健やかな暮らしの実現。 

・東北各地にガン類やハクチョウ類が訪れることが日常的な光景となるとともに、関東地方などでのガン類等の回復の供給地域の成立。 

・タンチョウが複数箇所で集団越冬し、繁殖が確認されている。タンチョウの越冬にともなうマナヅルやナベヅルの越冬。 

 

中期目標 
～2026 年 

 
※東北圏広域地方

計画の目標年 

長期目標 
（到達目標） 
～2050 年 
 
※愛知目標の中長

期目標年 

［目標］ 東北の河川流域の多様な主体との連携・協働のもと、健全な生態系のシンボルとなる大型水鳥類等を指標とし、河川を軸とした広域の生態系ネットワークを形成し、地域振興の推進を図る。 



 11 
 

 

期間    

機関等 

初年度 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

2017 年（平成 29 年度） 2018 年（平成 30 年度） 2019 年（平成 31 年度） 

2020 年（平成 32 年度） 
※生物多様性条約「愛知目標」短期目

標年及び、東日本大震災復興基本法

の「復興・創生期間」の最終年 

2021 年（平成 33 年度） 

以降 

空

空

間

ス

ケ

｜

ル

に

応

じ

た

生

態

系

ネ

ッ

ト

ワ

｜

ク

の

展

開 

東
北
地
方
整
備
局 

 

東北生態系ネットワーク推進協議会 

 

 

     

各
水
系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

９．ロードマップ  ※前回提示案を更新 

協議会の設立・開催 （この間、継続して毎年度 1 回程度開催） 

基本計画（案）の検討･策定 

※モデル地域以外の下記一級河川において、 

調整がつき次第、流域協議会を設置。 

・高瀬川  ・馬淵川   ・米代川 

・雄物川  ・子吉川   ・最上川 

・赤川   ・名取川   ・阿武隈川 

 

５年毎に基本計画の更新 

・２回開催 

・現地視察会を開催 

PLAN（立案） DO（実行） CHECK（見直し） ACT（処置） 

・岩木川流域生態系ネットワーク推進協議会（仮称） 

・北上川・鳴瀬川流域生態系ネットワーク推進協議会
（仮称） 

 

・基本計画の策定 
・行動計画の枠組み決定 
・流域協議会の構成案の検討 

 

・モデル流域での取組みの報告 
・その他流域の状況 
・今後の進め方 

 

・計画に基づく事業の実施・推進 

・取組状況、社会状況に応じた事業実施 

計画の変更・更新 

５年毎に基本計画の更新 

行動計画の検討・策定 

※行動計画の検討・策定期間として 2 年間を想定 

PLAN（計画立案） DO（実行） CHECK（見直し） ACT（処置） 

５年毎に基本計画の更新 
・計画に基づく事業の実施・推進 

・取組状況、社会状況に応じた事業実施計画の変更・更新 

行動計画の枠組みの検討 行動計画の策定 

（必要に応じ）部会、ワーキング等の設置および継続開催 

流域協議会の設置・開催 （この間、継続して毎年度 1 回程度開催） 

（必要に応じ）部会・ワーキング等の設置・継続開催 

（必要に応じ）新たな流域協議会の設置 【第２段階】盛り上がりのある地域での取組み 

 

【第１段階】モデル地域での取組み 

 

12 月 2 月 

・モデル地域での取組状況等の把握、情報の共有 

・取組状況、社会状況に応じた基本計画の変更・更新 
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